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目的及び方法、成果の内容 

①目  的 

医療従事者の vaccine-preventable diseases（VPD）に対する抗体価サーベイランスは、院内感染対

策上重要である。本研究では、麻疹、風疹、ムンプス、水痘ウイルス抗体価の検討に引き続いて、医

療従事者の B 型肝炎ウイルス（HBV）抗体価サーベイランスを実施する。また、結核院内感染制御に

資する目的で、医療従事者の２段階ツベルクリン反応（ツ反）検査の成績を年齢、性、職種別に解析

するとともに、接触者検診において実施したツ反とクォンティフェロン検査（QFT）との関連を検討

し、これらの検査の結核院内感染制御における妥当性と有用性について検証する。更に、本院電子カ

ルテ上に整備し実施している「症候群サーベイランス」WEB に蓄積されたデータを解析し、大学病院

における院内感染症流行の早期検索の有用性について検証する。 

 

②方  法 

１）医療従事者の HBV 抗体価の測定結果を集計し、抗体保有率について解析する。また、年齢、性、

職種別における差異についても解析し、更に、陰性者に対するワクチン接種率と陽転化率についても

解析を行う。２）平成 11 年度より実施してきた医療従事者に対する２段階ツ反検査の結果を年齢、

性、職種別に解析し、医療従事者のツ反の成績（ベースライン）について検討を行う。また、接触者

検診において実施したツ反と QFT 検査との関連及び当該者について数年にわたり実施した胸部レン

トゲン検査の結果を検討し、院内感染制御におけるツ反と QFT 検査の妥当性と有用性について検討

する。３）電子カルテより自動的に情報の抽出が可能な症候群サーベイランス・システム（個人情報

は抽出しない）を用いて、「発熱」、「咳」、「下痢」等の症状を呈する患者数について、外来・入院別、

病棟別及び経時的な解析を行う。 

 

③成  果 

医療従事者の HBV 抗体価及び麻疹、風疹、ムンプス、水痘ウイルス抗体価は継続して測定し、デー

タの蓄積を行った。医療従事者に対する２段階ツ反検査の結果は、従来のデータについて解析を行い、

今後、継続して解析する予定である。また、症候群サーベイランス・システムも順調に稼働し、デー

タの蓄積を実施中である。今後、院内感染制御の基礎的データとして活用できる。 


